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平成9年度事業報告

第1回役員・評議員および基金運用委員会

第2回役員・評議員および基金運用委員会

会報第47号発行

第3回役員・評議員および基金運用委員会

会報第48号発行

平成9年度決算報告

平成9年5月21日

平成9年10月9日

平成9年12月15日

平成10年3月13日

平成10年3月31日

収入の都　　　予　算　　　　決　算　　　　備　　考

698，749　　　698，749

900，000　　　993，000

5，000　　　22，355　総会より

5，000　　　　1，253

前年度繰越金

会費

雑収入

預金利子

計　　　1，608，749　1，715，357

支出の都　　　予　算　　　決　算　　　　備　　考

会報47号、48号、ハガ

キ、封筒

会報発送、会議連絡、

振替手数料

役員評議員委員会

住所変更、会報発送の

アルバイト

ラベル、プリンターの

修理

450，000　　　399，000

300，000　　　258，505

160，000　　138，431

100，000　　　　63，000

会報印刷費

郵送通信費

会議費

人件費

連絡協議会負担金30，000　　　30，000

事務費　　　　　60，000　　　81，946

予備費　　　　　508，749　　　　　　0

計　　　1，608，749　　　970，882

差引残高　　　　　　　0　　　744，475　次年度繰越分

平成9年度座金決算報告

平成10年度事業計画案

第1回役員・評議員および基金運用委員会

第2回役員・評議員および基金運用委員会

会報第49号発行

第3回役員・評議員および基金運用委員会

会報第50号発行（特集号）

収入の部

前年度よりの繰越金　　817，805

定期郵便貯金利息　　125，450

普通預金利息　　　　　　　56

寄付　　　　　　　　1，000，00

計　　　　　　1，943，311

支出の部

30，000

80，000

1，140

30，000

85，260

新入生歓迎会

支部活動費

同上送料

こうより補助

卒業記念品

計　　　　　　　　226，400

1，1716，911差引残高

基金管理内容

定額郵便貯金　200，000×5

1，000，000

716，911普通郵便貯金

鰹会参舶署名簿

平成10年5月22日

平成10年10月

平成10月11月30日

平成11年3月

平成11年3月31日

平成10年度予算案

収入の部　　前年度実績　　　予算　　　　　備　　考

744，475

900，000

5，000

2，000

前年度繰越金　　698，749

会費　　　　　　　993，000

雑収入　　　　　　22，355

預金利子　　　　　1，253

計　　　　1，715，357　1，651，475

支出の部　　前年度実績　　　予算　　　　　備　　考

450，000　　会報49号、50号、ハガ

キ、封筒

300，000　　会報発送、会議連絡、

振替手数料

160，000　　役員評議員会

100，000　　住所変更、会報発送の

アルバイト

30，000

100，000　　ラベル、管理ソフト

511，475

会報印刷費　　　399，000

郵送通信費　　　258，505

会議費　　　　　138，431

人件費　　　　　　63，000

連絡協議会負担金　30，000

事務費　　　　　　81，946

予備費　　　　　　　　　0

計　　　　　970，882　1，651，475

差引残高　　　　744，475　　　　　　0
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嚢。詰－一十一∵∵
三
翠
化
学
会
東
海
支
部
総
会
に
引

き
続
い
て
、
平
成
的
年
度
三
翠
化
学

会
総
会
が
、
5
月
3
0
日
（
土
）
名
古

屋
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
に
お
い
て

行
わ
れ
た
。
し
ば
ら
く
母
校
で
の
総

会
計
報
告
、
基
金
会
計
報
告
、
監
査

報
告
が
担
当
監
事
、
幹
事
か
ら
提
案

さ
れ
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。
続
い
て
福
田
会
長
か
ら
新
評

議
員
（
生
資
7
回
卒
）
の
委
嘱
が
行

れ
た
。
そ
の
後
平
成
的
年
度
事
業

画
、
予
算
案
が
担
当
幹
事
か
ら
擬

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

日
時
か
ら
、
古
市
教
授
（
大
1
3
回
）

司
会
で
、
本
年
3
月
に
定
年
に
よ

退
官
さ
れ
た
高
橋
孝
雄
先
生
（
大

）
よ
り
「
在
職
3
2
年
を
顧
み
て
」

題
し
て
記
念
講
演
を
頂
い
た
。
お

は
、
先
生
が
母
校
を
ご
卒
業
後
九

大
学
大
学
院
に
進
ま
れ
て
、
ヒ
マ

毒
性
・
赤
血
球
凝
集
活
性
に
つ
い

研
究
を
始
め
ら
れ
た
頃
の
こ
と
に

ま
り
、
そ
の
後
母
校
に
迎
え
ら
れ

そ
の
研
究
を
続
け
ら
れ
た
こ
と
、

の
間
に
は
大
学
紛
争
の
嵐
が
吹
き

れ
た
が
岩
本
教
授
の
計
ら
い
に
よ

研
究
が
継
続
で
き
た
こ
と
、
等
が

さ
れ
た
。
さ
ら
に
生
物
化
学
研
究

か
ら
石
川
教
授
の
後
を
つ
が
れ
て

養
化
学
研
究
室
に
移
ら
れ
て
か

、
現
教
授
の
古
市
先
生
と
ご
一
緒

に
研
究
を
発
展
さ
れ
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
た
。
そ
の
間
に
、
最
近
の

大
学
生
事
情
が
紹
介
さ
れ
、
特
に

女
子
学
生
が
多
く
な
り
、
昔
の
バ

ン
カ
ラ
で
は
通
ら
な
く
な
っ
た
こ

と
、
気
を
つ
け
な
く
て
ば
い
け
な

い
点
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
た
。
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
自
由

に
研
究
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
同
窓
の
故
で
あ
っ
た
こ
と

が
深
い
謝
辞
と
と
も
に
述
べ
ら
れ

て
、
聴
衆
に
感
銘
を
与
え
ら
れ
た
。

先
生
は
御
退
官
後
名
古
屋
短
期
大

学
学
長
職
に
つ
か
れ
、
ま
す
ま
す

ご
発
展
を
続
け
ら
れ
て
い
る
旨
が

古
市
教
授
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
。

懇
親
会
は
、
同
じ
会
場
で
小
畑

（
大
1
5
）
の
進
行
で
盛
大
に
行
わ
れ

た
。
ま
ず
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
頂
い

た
恩
師
熊
沢
先
生
に
ご
挨
拶
頂
い

た
。
熊
沢
先
生
は
、
ご
自
身
が
学
部

長
を
務
め
ら
れ
た
時
に
始
ま
っ
た
学

部
改
革
が
、
高
橋
学
部
長
の
と
き
に

新
建
物
の
建
築
ま
で
含
め
て
全
体
が

完
成
さ
れ
た
こ
と
を
感
慨
深
く
お
話

頂
い
た
。
続
い
て
現
職
の
山
田
教
授

か
ら
再
度
の
改
革
構
想
が
持
ち
上

が
っ
て
い
る
こ
と
を
お
話
頂
き
、
同

窓
会
の
も
つ
長
い
歴
史
が
学
部
の
継

続
の
上
で
極
め
て
重
大
で
あ
る
こ
と

を
、
欧
米
の
大
学
の
話
を
交
え
て
お

話
頂
い
た
。
引
き
続
い
て
渡
辺
元
会

長
（
専
1
）
の
音
頭
で
乾
杯
し
祝
宴

に
入
っ
た
。
楽
し
く
歓
談
が
行
わ
れ

る
う
ち
時
が
た
っ
て
、
三
翠
応
援
歌

を
今
西
氏
（
専
1
）
の
先
導
で
高
ら

か
に
吟
唱
し
、
里
村
氏
（
専
1
）
の

発
声
で
万
歳
を
三
唱
し
て
懇
親
会
は

お
開
き
に
な
っ
た
。
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東
海
支
部
総
会報
告
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三
翠
化
学
会
総
会
に
先
立
っ
て
日

時
よ
り
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
に
お

い
て
東
海
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
別
府
東
海
支
部
長
（
専
1
）
か

ら
会
務
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
役
員

人
事
の
提
案
が
行
わ
れ
、
新
東
海
支

部
長
に
伊
佐
氏
（
大
3
）
が
選
出
さ

れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た

支
部
長
以
外
は
留
任
が
決
定
さ
れ

た。

（恩師）北
岸
　
確
三
先
生

（現職教官）

山
田
　
哲
也
先
生

（
専
門
第
1
回
卒
）

今
西
　
勝
・
酒
井

嶋
林
　
幸
英
・
里
村

別
府
　
宏
・
藤
田

松
田
　
栄
治

（
専
門
第
2
回
卒
）

近
藤
　
具
雄

（
専
門
第
3
回
卒
）

嶋
田
　
協
・
尾
之
内
　
博

鈴
木
　
重
夫

（
大
学
第
1
回
卒
）

青
木
　
み
か
・
福
田
　
映

福
田
　
支
・
吉
田
　
弘
一

水
谷
　
和
一

（
大
学
第
3
回
卒
）

伊
佐
　
浄
・
今
村
　
清

田
中
　
秀
志
・
内
藤
　
田
鶴

（
大
学
第
4
回
卒
）

佐
藤
美
津
子
・
溝
田
寿
々
太
郎

田
井
中
祐
輔
・
花
山
　
信
勝

林
　
　
貢
・
薮
本
　
義
雄

（
大
学
第
6
回
卒
）

伊
藤
　
芳
直
・
杉
本
　
仁
彦

高
橋
　
孝
雄
・
服
部
　
照
光

福
田
　
清
弘

（
大
学
第
8
回
卒
）

加
藤
　
公
÷
藤
本
　
公
三

長
谷
川
正
一

（
大
学
第
9
回
卒
）

今
井
　
滋

（
大
学
第
1
2
回
卒
）

今
西
　
康
隆
・
鋤
柄
　
修

鈴
木
　
克
巳

（
大
学
第
1
3
回
卒
）

古
市
　
幸
生

（
大
学
第
1
5
回
卒
）

小
畑
　
仁
・
橋
本
　
時
雄

松
永
　
国
義
・
服
部
　
守

（
大
学
第
1
6
回
卒
）

杉
崎
　
清
子
・
杉
崎
　
護

酒
井
　
敏
秀

（
大
学
第
2
0
回
卒
）

田
中
　
実
・
西
川
　
司
郎

（
大
学
第
2
3
回
卒
）

飯
田
　
徹
也

（
大
学
第
2
4
回
卒
）

古
山
　
順
啓

（
大
学
第
2
5
回
卒
）

小
野
　
光
直
・
田
中
　
完
爾

（
大
学
第
2
7
回
卒
）

早
川
　
享
志
・
藤
田
　
勝
俊

（
大
学
第
5
0
回
卒
）

苅
田
　
修
一

（
大
学
第
3
1
回
卒
）

吉
川
　
久
代

（
大
学
第
3
6
回
卒
）

藤
崎
　
裕
隆

（
生
資
第
1
回
卒
）

武
村
　
政
審

（
生
資
第
2
回
卒
）

熊
谷
麻
由
子

（
生
資
第
7
回
卒
）

田
口
　
幸

（
大
学
院
第
8
回
卒
）

久
松
　
眞

（
大
学
院
第
1
4
回
卒
）

梅
川
　
逸
人

（
博
士
前
期
第
2
回
卒
）

高
谷
　
吉
彦

（
博
士
前
期
第
4
回
卒
）

北
村
キ
ヨ
ミ
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今
年
の
仙
人
会
は
、
平
成
的
年
9

月
5
0
日
、
眺
望
す
ぼ
ら
し
い
鳥
羽
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

ま
さ
に
6
9
才
と
な
り
、
人
生
あ
と
1
0

年
…
‥
と
、
淋
し
く
な
り
、
こ
の

「
仙
人
会
慶
弔
基
金
」

を
積
立
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
出
席
者
全
員
の
賛

同
を
得
て
、
出
席
者
一
人
当
り
一
万

円
余
（
約
2
0
万
円
）
が
拠
出
さ
れ
た
。

今
後
は
、
総
会
の
都
度
、
残
余
金

を
基
金
に
繰
入
れ
て
、
お
祝
金
や
香

典
を
差
上
げ
る
資
金
と
し
ま
す
。

早
速
、
最
近
亡
く
な
ら
れ
た
油
津

君
、
佐
々
木
君
へ
の
香
典
立
替
金
を

こ
の
中
か
ら
精
算
し
ま
し
た
。

☆
ま
た
、
こ
の
仙
人
会
の
事
務
局
の

形
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
と
し
、

竹
内
巌
会
長
を
確
認
す
る
ほ
か
基
金

管
理
の
責
任
者
と
し
て
会
計
幹
事
に

中
川
潔
彦
、
監
事
に
松
村
克
彦
君
を

選
任
致
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
後
は
毎
年
秋
ご
ろ
、

で
き
れ
ば
各
県
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
持

ち
回
り
当
番
で
開
催
す
る
こ
と
と

し
、
平
成
‖
年
度
は
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
二
〇
〇
〇
年
は
、
卒
後
5
0

周
年
記
念
大
会
に
す
る
予
定
で
す
。

（
文
・
中
川
潔
彦
、
写
真
・
松
村
克
彦
）

卒
業
4
2
人
中
7
人
死

亡
、
現
在
員
3
5
人
で
、
次

の
1
9
人
が
出
席
し
た
。

市
橋
・
大
井
・
大
道
・

岡
本
・
黒
部
・
岸
本
・
近

藤
・
榊
原
・
十
川
・
竹

内
・
中
西
・
藤
枝
・
藤

山
・
吉
田
・
中
北
・
中

川
（
潔
）
・
長
野
・
松
村
・

藤
井
（
傍
点
は
今
回
の

世
話
役
）

世
話
役
代
表
の
中
北

君
の
司
会
で
開
会
。

油
津
君
（
平
成
9
年

日
月
2
1
日
没
）
、
佐
々
木

敏
雄
君
（
同
日
年
6
月

4
日
没
）
ら
故
人
を
悔

ん
で
黙
と
う
の
あ
と
、
竹

内
会
長
の
挨
拶
が
あ
っ

た。

☆
今
回
の
ク
ラ
ス
は
、
昭

和
2
5
年
卒
業
後
1
8
回
目

で
あ
る
が
、
と
く
に
平

成
元
年
石
川
県
で
開
い

た
会
で
沖
津
君
が
提
案

し
た「
専
2
回
を
も
じ
っ

て
、
仙
人
会
と
し
よ
う
。
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ

の
と
き
か
ら
仙
人
会
は

毎
年
開
か
れ
る
慣
例
が

で
き
た
。

し
か
も
、
よ
わ
い
（
齢
）

入
学
以
来
、
3
0
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
、
平
成
1
0
年
6
月
1
3
日
（
土
）

～
1
4
日
（
日
）
に
三
重
県
鳥
羽
市
国

崎
に
て
第
1
4
回
目
の
ク
ラ
ス
会
を
開

催
し
た
。
朝
か
ら
降
り
続
い
て
い
た

雨
は
夕
方
に
な
っ
て
か
ら
は
風
も
強

く
な
っ
て
き
て
、
宴
会
開
始
を
待
っ

て
い
た
出
席
者
1
5
人
（
熊
澤
先
生
、

麻
原
、
上
田
、
児
玉
、
鈴
木
、
坂
本
、

田
井
中
、
高
須
、
田
中
（
俊
）
、
谷

口
、
坪
内
、
西
川
、
速
水
、
広
瀬
、

渡
辺
）
は
翌
朝
の
魚
釣
り
で
の
天
候

を
話
題
に
し
な
が
ら
宴
会
場
に
向

か
っ
た
。
熊
藩
先
生
の
ご
挨
拶
と
乾

杯
の
音
頭
で
始
ま
っ
た
宴
会
は
活
魚

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
ク
ラ

ス
会
の
恒
例
に
な
っ
た
ま
ぼ
ろ
し
の

銘
酒
を
飛
び
入
り
の
美
人
女
将
と
一

緒
に
な
っ
て
品
評
し
た
り
、
参
加
者

全
員
か
ら
の
近
況
報
告
、
欠
席
者
か

ら
の
葉
書
の
回
覧
も
ワ
イ
ワ
ィ
、
ガ

ヤ
ガ
ヤ
と
い
う
雰
囲
気
の
中
で
進
行

し
た
。
そ
し
て
、
有
志
6
人
に
よ
る

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
今
日
の
雨
の
中
、

強
行
さ
れ
、
だ
ん
だ
ん
雨
足
が
強
く

な
っ
て
き
た
頃
に
は
6
人
以
外
だ
れ

も
コ
ー
ス
に
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い

た
こ
と
や
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
ア
イ

ア
ン
で
安
全
に
き
ざ
も
う
と
す
る
オ

ナ
ー
に
対
し
て
挑
戦
挑
戦
と
い
い
ド

ラ
イ
バ
ー
を
振
り
回
す
先
生
の
プ

レ
ー
振
り
が
紹
介
さ
れ
た
と
き
は
驚

き
と
友
に
大
い
に
盛
り
あ
が
っ
た
。

幸
い
、
ス
コ
ア
カ
ー
ド
は
雨
に
濡
れ

て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
正
確
な
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

べ
ス
グ
ロ
に
は
西
川
に
代
っ
て
ゴ
ル

フ
だ
け
に
特
別
参
加
し
て
頂
い
た
久

松
先
生
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て

お
き
ま
す
。
翌
朝
も
雨
で
風
も
強
く
、

期
待
し
て
い
た
船
釣
り
は
中
止
と
決

ま
り
、
代
わ
り
に
伊
勢
神
宮
の
お
か

げ
横
丁
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
お
か

げ
横
丁
に
行
か
れ
た
人
は
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
赤
福
の
五
十
鈴
茶
屋
の

隣
に
あ
る
五
十
鈴
蔵
で
伊
勢
神
宮
の

数
々
の
神
事
を
繊
細
な
表
情
を
持
っ

た
人
形
た
ち
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
て

い
る
の
を
見
た
と
き
は
、
そ
の
素
晴

ら
し
さ
に
一
同
感
心
す
る
ほ
ど
で
、

五
十
鈴
蔵
は
一
見
の
価
値
が
あ
っ

た。
雨
と
付
き
合
っ
た
ク
ラ
ス
会
で
は

あ
っ
た
が
心
地
良
い
気
持
ち
で
伊
勢

内
宮
前
に
て
散
会
し
た
。

次
回
の
ク
ラ
ス
会
は
関
東
地
区
在

住
の
人
の
幹
事
に
よ
る
開
催
と
決

ま
っ
た
。

（
幹
事
・
渡
辺
　
孝
）

会
の
会
員
に
な
り
3
割
引
の
寿
特
典

を
利
用
出
来
る
年
齢
に
遷
し
た
者
が

殆
ど
で
、
老
年
の
域
に
十
分
入
っ
て

い
る
の
だ
が
、
会
っ
て
話
せ
ば
皆
ま

こ
と
に
元
気
よ
く
若
若
（
？
）
し
い
。

幸
い
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

車
窓
か
ら
木
曽
川
源
流
で
あ
る
飛
騨

川
渓
谷
と
、
山
の
紅
葉
を
期
待
し
た
。

渓
谷
は
期
待
以
上
の
壮
観
で
あ
っ
た

が
、
紅
葉
の
ほ
う
は
下
呂
以
南
今
年

の
高
温
の
せ
い
で
ま
だ
木
々
は
色
付

い
て
お
ら
ず
、
見
頃
が
こ
れ
か
ら

だ
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
。

下
呂
温
泉
は
、
草
津
、
有
馬
と
並

び
三
大
名
泉
の
一
つ
で
負
傷
し
た
白

鷺
が
傷
を
癒
す
た
め
に
沐
浴
し
て
い

た
の
が
発
見
に
繋
が
っ
た
と
の
故
事

か
ら
［
し
ら
さ
ぎ
］
と
頭
に
つ
く
も

の
が
多
く
ホ
テ
ル
の
風
呂
は
［
し
ら

さ
ぎ
湯
］
、
宴
会
場
は
［
し
ら
さ
ぎ

の
間
］
と
い
っ
た
具
合
だ
。

飛
騨
牛
肉
の
さ
し
み
と
陶
板
焼

き
、
松
茸
の
土
瓶
蒸
し
、
栗
、
銀
杏

等
の
季
節
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
、
松

尾
君
持
参
の
フ
ラ
ジ
ル
の
地
酒
で
皆

気
持
ち
良
く
な
り
、
後
は
カ
ラ
オ
ケ

で
盛
り
上
が
っ
た
。

来
年
8
月
に
松
尾
君
が
夫
婦
揃
っ

て
再
度
帰
国
の
予
定
と
聞
き
、
恒
例

の
夫
婦
同
伴
ク
ラ
ス
会
を
［
有
馬
温

泉
］
で
開
催
す
る
こ
と
に
決
め
細
見

君
に
幹
事
と
し
て
一
切
の
手
配
を
お

願
い
し
、
名
物
の
［
赤
か
ぶ
漬
］
と

［
朴
葉
み
そ
］
を
手
土
産
に
下
呂
駅

で
散
会
し
各
自
家
路
に
つ
い
た
。

な
を
今
度
の
会
を
全
て
手
配
し
て

く
れ
た
幹
事
の
古
川
君
に
心
か
ら
深

謝
し
ま
す
。

（渋谷記）

ブ
ラ
ジ
ル
在
住
の
松
尾
君
が
帰
国

し
た
の
を
機
会
に
日
月
1
～
2
日
下

呂
の
ジ
ャ
ン
ボ
ホ
テ
ル
で
急
遽
ク
ラ

ス
会
を
開
催
し
た
。
何
分
に
も
急
な

企
画
で
あ
っ
た
が
、
松
尾
、
古
川
、

藤
田
、
林
貢
、
細
見
、
村
上
、
薮
本
、

花
山
、
勝
田
、
原
田
、
田
井
中
、
梅

田
、
渋
谷
の
1
3
名
が
集
ま
っ
た
。

車
で
の
直
行
者
を
除
き
高
山
線
特

急
［
ワ
イ
ド
ビ
ユ
ウ
ー
飛
騨
号
］
を

利
用
、
新
築
中
の
名
古
屋
駅
〓
番
線

の
ホ
ー
ム
に
次
々
と
懐
か
し
い
顔
が

集
ま
っ
た
。
6
5
才
で
I
R
ジ
パ
ン
グ
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化
学
6
回
卒
業
の
ク
ラ
ス
会
は
、

3
～
5
年
毎
に
開
催
し
て
お
り
、
今

年
が
卒
業
4
0
周
年
に
あ
た
る
た
め
、

皆
の
集
ま
り
や
す
い
名
古
屋
ク
ラ
ウ

ン
ホ
テ
ル
を
会
場
と
し
た
。
同
ホ
テ

ル
は
名
古
屋
市
内
で
は
珍
し
い
天
然

温
泉
と
、
副
社
長
の
堀
端
繁
春
氏
が

三
重
大
学
農
業
土
木
1
3
回
卒
業
生
と

言
う
変
わ
り
種
で
便
宜
を
図
っ
て
も

ら
い
ホ
テ
ル
大
宴
会
場
で
開
催
し

た。
1
0
月
3
日
（
土
）
温
泉
で
ひ
と
風

呂
浴
び
て
1
8
時
か
ら
、
奈
良
先
生
、

赤
木
先
生
、
嶋
林
先
生
の
ご
臨
席
を

仰
ぎ
、
≡
C
A
ネ
パ
ー
ル
派
遣
か
ら

駆
け
つ
け
た
藤
本
氏
、
関
東
、
関
西

か
ら
の
出
席
者
を
入
れ
て
2
1
名
と
過

去
最
多
の
参
加
者
を
得
て
懇
親
会
を

開
始
し
た
。

最
初
に
今
年
3
月
に
生
物
資
源
学

部
長
を
退
官
し
た
高
橋
氏
か
ら
大
学

の
近
況
を
聞
き
、
続
い
て
先
生
方
の

ご
挨
拶
・
退
官
後
の
ご
様
子
、
出
席

者
の
近
況
報
告
、
欠
席
者
の
動
向
、

学
生
時
代
の
想
い
出
か
ら
退
職
後
の

老
後
の
生
き
方
ま
で
、
予
定
時
間
を

大
幅
に
超
過
し
て
大
い
に
楽
し
く
語

り
合
っ
た
。

翌
日
、
都
合
の
つ
く
1
2
名
で
リ
タ

イ
ア
後
の
模
範
生
、
陶
芸
家
服
部
英

作
工
房
A
三
i
①
r
・
T
g
I
Y
a
n
g
【
富

吉
窯
】
　
へ
行
き
服
部
師
匠
の
手
ほ
ど

き
で
電
動
ロ
ク
ロ
に
挑
戦
、
悪
戦
苦

闘
の
す
え
乾
燥
と
窯
入
れ
を
工
房
に

頼
み
、
一
カ
月
後
の
出
来
上
が
り
を

楽
し
み
に
待
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
工
房
二
階
の
展
示
室
で

陶
芸
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
服
部
夫

人
と
嫁
ぎ
先
か
ら
呼
び
寄
せ
た
娘
さ

ん
二
人
の
手
作
り
料
理
の
昼
食
で
舌

鼓
を
打
ち
談
笑
し
た
。

午
後
は
、
西
川
氏
の
音
頭
で
師
匠

作
品
の
競
り
市
と
な
り
掘
り
出
し
物

が
家
へ
の
土
産
に
な
っ
た
。
そ
の
間

を
縫
っ
て
展
示
室
隣
の
自
作
の
茶
屋

で
表
千
家
師
範
夫
人
の
お
点
前
を
頂

戴
し
午
後
4
時
頃
皆
大
満
足
で
、
次

回
は
関
東
で
再
会
す
る
こ
と
を
約
束

し
解
散
し
た
。

出
席
者
は
3
先
生
の
ほ
か
天
野
、

伊
藤
、
大
杉
、
川
内
、
川
上
、
神
田
、

近
藤
、
佐
野
、
嶋
田
、
杉
本
、
高
橋
、

豊
田
、
西
垣
、
西
川
、
西
沢
、
服
部

（
照
）
、
服
部
（
英
）
、
福
田
、
藤
本
、

松
尾
、
吉
野
の
2
4
名
　
（
杉
本
　
記
）

5
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
が
平
成
m

年
1
0
月
2
4
日
、
2
5
日
に
湯
ノ
山
で
持

た
れ
た
。
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、

今
年
の
三
翠
化
学
会
総
会
の
際
ミ
ニ

ク
ラ
ス
会
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
数

人
が
集
ま
っ
て
、
そ
の
席
で
本
格
的

な
ク
ラ
ス
会
を
持
と
う
と
言
う
こ
と

に
な
っ
た
。
前
回
が
正
月
3
日
の
日

帰
り
の
あ
わ
た
だ
し
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
う
け
て
、
今
回
は
ゆ
っ
た

り
と
一
泊
し
、
翌
日
は
ゴ
ル
フ
を
や

ろ
う
と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
東
海
地
区
又
は
そ
の
近
辺
に
い
る

ゴ
ル
フ
仲
間
で
た
ま
に
ク
ラ
ス
コ
ン

ペ
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
事
が
判
明

し
た
事
に
よ
る
。

と
も
あ
れ
、
2
4
日
は
仕
事
の
都
合

で
夜
遅
く
し
か
到
着
で
き
な
い
一
人

を
除
い
て
ほ
ぼ
定
刻
に
会
場
の
「
や

ま
び
こ
」
（
公
務
員
共
済
、
庭
園
君

手
配
）
に
全
員
が
集
ま
っ
た
。
温
泉

同
窓
会
開
催
の
経
緯
　
ご
存
じ
の

よ
う
に
今
年
高
橋
孝
雄
先
生
が
こ
の

3
月
未
を
も
っ
て
退
官
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
関
連
行
事
が
5
／
3
1
〔
土
）

の
三
翠
化
学
会
総
会
時
に
名
古
屋
で

あ
り
、
私
も
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
思
い
が
け
な
く
、

東
京
か
ら
小
鳥
（
旧
姓
鳥
居
）
君
が
、

岡
崎
か
ら
藤
田
君
が
来
て
い
ま
し

た
。
2
次
会
の
席
で
、
高
橋
先
生
が

ク
ラ
ス
担
任
を
さ
れ
た
の
は
、
我
々

大
2
7
期
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
り
、
卒
業
後
2
0
年
近
く
た
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
急
遽
、
ク
ラ
ス
会
を
計

画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
す
。

し
か
し
こ
の
1
8
年
の
間
ク
ラ
ス
会
を

開
く
こ
と
な
く
過
ぎ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
誰
が
ど
う
し
て
い
る
の
か
全

て
を
把
握
し
か
ね
る
こ
と
か
ら
、
何

人
か
の
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
亘
関
東
は
小
鳥
君
、
愛

知
は
藤
田
君
、
岐
阜
は
酒
井
君
、
三

重
は
中
北
署
、
関
西
は
浅
井
君
、
そ

の
他
に
つ
い
て
は
早
川
で
分
担
す
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
高
橋

先
生
は
、
現
在
名
古
屋
短
期
大
学
の

学
長
と
し
て
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
ご
多
忙
な
身
で
あ
り
、
先
生
の
ご

都
合
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
日
月
1
7
日

（
土
）
と
仮
決
定
し
た
上
で
皆
に
打

診
し
た
と
こ
ろ
、
十
数
名
の
参
加
が

望
め
る
見
通
し
が
た
ち
開
催
に
こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
。
怪
し
い
雲
行
き
　
当

日
前
夜
の
天
気
予
報
で
は
、
当
日
か

ら
翌
日
に
か
け
て
大
型
台
風
1
0
号
の

上
陸
が
濃
厚
で
、
高
橋
先
生
か
ら
も

確
認
の
お
電
話
を
頂
き
ま
し
た
が
、

当
初
の
計
画
通
り
進
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
幸
い
天
候
が
荒
れ
る
前
に

ア
ル
テ
イ
ア
鳥
羽
に
予
定
の
者
が
集

ま
り
、
近
く
の
料
亭
「
葦
月
」
に
無

事
移
動
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
百
済

君
と
合
流
し
、
名
物
の
せ
い
ろ
蒸
し

に
舌
づ
つ
み
を
打
ち
つ
つ
往
年
の
昔

に
戻
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
肴
に
歓

談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
写
真

は
こ
の
後
で
撮
っ
た
も
の
で
す
。
ホ

テ
ル
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
出
世
頭
の

山
北
君
に
差
し
入
れ
て
も
ら
っ
た
伊

勢
高
の
美
酒
（
2
5
度
ス
テ
ラ
光
年
、

2
0
度
海
人
ロ
マ
ン
、
清
酒
お
か
げ
さ

ま
、
清
酒
老
緑
）
と
、
都
築
君
の
差

し
入
れ
で
あ
る
マ
ス
ヤ
の
製
品
を
は

じ
め
中
北
君
、
小
鳥
君
の
差
し
入
れ

等
飲
み
食
い
に
事
欠
か
ず
、
外
の
荒

れ
狂
う
風
雨
を
物
と
も
せ
ず
深
夜
ま

で
声
が
途
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
（
が
明
け
方
ま
で
飲
む
強

者
が
い
な
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
2
0

年
の
年
の
せ
い
で
し
ょ
う
が
）
。
翌

朝
は
う
っ
て
変
わ
っ
た
良
い
天
気
と

な
り
、
海
を
眼
前
に
望
む
食
堂
か
ら

の
景
色
は
良
い
ア
ピ
タ
イ
ザ
ー
と

な
っ
た
の
か
皆
も
り
も
り
と
食
べ
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
一
応
の
解
散
と

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
今
回
は
、
新

し
く
建
っ
た
生
物
資
源
学
部
の
新
校

舎
を
見
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
に

あ
っ
た
の
で
、
有
志
が
車
に
便
乗
し
、

三
重
大
に
向
か
い
ま
し
た
。
ど
う
い

う
訳
か
、
2
5
期
の
伊
藤
真
さ
ん
の
車

も
こ
の
中
の
一
台
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
三
重
大
学
は
、
薬
物
混
入
事
件

が
あ
っ
た
ば
か
り
の
た
め
に
校
舎
全

体
が
異
様
な
雰
囲
気
の
中
に
あ
り
、

残
念
な
が
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
学
で

我
慢
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

他
の
期
の
ク
ラ
ス
会
の
よ
う
に
毎
年

と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
ま
で

も
、
5
年
に
一
度
ぐ
ら
い
は
集
ま
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
て

解
散
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ

ス
会
を
開
く
に
あ
た
り
、
ホ
テ
ル
を

手
配
し
て
く
れ
た
中
夫
君
、
料
亭
を

紹
介
し
て
く
れ
た
酒
井
君
、
今
回
残

念
に
も
出
席
で
き
な
か
っ
た
が
、
寸

志
を
頂
い
た
満
罵
君
、
カ
メ
ラ
マ
ン

を
し
て
く
れ
た
中
北
君
、
お
酒
や
お

菓
子
の
差
し
入
れ
を
し
て
く
れ
た
山

北
、
都
築
の
両
氏
を
始
め
、
協
力
し

て
く
れ
た
同
期
生
並
び
に
、
台
風
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
ラ
ス
会
に
一
家

の
主
を
送
り
出
し
留
守
を
守
っ
て
く

れ
た
奥
様
方
に
あ
り
が
と
う
を
言
い

た
い
。
ま
た
、
ご
多
忙
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
我
々
の
我
が
儀
に
お
付
き
合

い
頂
い
た
高
橋
先
生
に
感
謝
致
し
ま

す。

（
早
川
享
志
　
記
）

中
北
　
服
部

浅
井
　
小
島
　
藤
田

寺
崎
　
早
川

桑
山
　
山
北

高
橋
先
生

青
木
　
酒
井

河
村
　
堀
田
　
鈴
木

都
築
　
中
矢
　
百
済
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大
学
院
博
士
後
期
課
程
を
修
了
し

て
、
m
カ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
三
重
大
学
に
は
、
博
士
後
期
課

程
よ
り
在
籍
し
、
幸
い
に
も
修
士
課

程
ま
で
在
籍
し
て
い
た
岩
手
大
学
で

の
研
究
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
か

つ
恵
ま
れ
た
研
究
環
境
の
中
で
申
し

分
な
い
研
究
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

私
が
こ
ち
ら
に
来
た
当
初
、
生
物

資
源
学
部
の
新
校
舎
は
完
成
し
て
お

ら
ず
、
旧
校
舎
で
の
研
究
室
で
4
カ

月
ほ
ど
過
ご
し
ま
し
た
。
最
初
に
試

験
を
受
け
る
た
め
に
大
学
を
訪
れ
た

と
き
は
、
実
に
立
派
な
校
舎
だ
と
感

心
し
ま
し
た
が
、
夏
ま
で
旧
校
舎
で

実
験
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
聞
い
た
と
き
に
は
、

ち
ょ
っ
と
落
胆
し
ま
し
た
。
し
か
し

”
実
験
は
ど
こ
で
も
で
き
る
ん
だ
〟
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
夏
ま
で
我
慢

し
、
そ
し
て
新
校
舎
に
移
れ
た
と
き

の
よ
ろ
こ
び
は
な
か
な
か
の
も
の
で

し
た
。
新
校
舎
に
移
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
実
験
の
デ
ー
タ
が
出
や
す
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
苦
し

い
日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、
大
宮
教

授
、
粟
冠
助
教
授
、
木
村
助
手
の
懇

切
丁
寧
な
指
導
、
お
よ
び
研
究
室
の

皆
さ
ん
の
御
協
力
に
よ
り
無
事
学
位

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
4
月
よ
り
、
ボ
ス
ド
ク
ト

し
て
農
林
水
産
省
、
農
業
技
術
環
境

研
究
所
で
研
究
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
で
は
、
か
ね
て
よ
り
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
た
微
生
物

に
よ
る
難
分
解
性
化
合
物
の
分
解
に

関
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
や
り

た
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
良
い
こ

と
で
す
が
、
結
果
を
求
め
ら
れ
、
か

な
ら
ず
そ
れ
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
打
ち
勝
つ
べ
く
、

日
々
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
も
日
々
の
努

力
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

平
成
的
年
3
月
三
重
大
学
大
学
院

生
物
資
源
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

修
了鈴
木
勝
久

〒
3
。
5
　
茨
城
県
つ
く
ば
市
観
音
台
3
－

農
業
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技
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土
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室
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大
学
院
を
卒
業
し
て
1
0
月
で
ち
ょ

う
ど
半
年
に
な
り
ま
す
が
、
在
学
中

に
比
べ
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
経
つ
の
が

早
く
感
じ
ら
れ
る
半
年
で
し
た
。
私

は
、
三
重
大
学
で
は
食
品
化
学
研
究

室
に
在
籍
し
て
お
り
澱
粉
に
つ
い
て

の
実
験
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

縁
で
し
ょ
う
か
日
本
食
品
化
工
と
言

う
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
メ
ー
カ
ー
に
就

職
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
日
本
食

品
化
工
と
言
う
名
前
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
多
分
、
大
部
分
の
方
は

ご
存
じ
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
大

学
で
澱
粉
の
実
験
を
す
る
よ
う
に
な

る
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際

商
品
と
し
て
直
接
ス
ー
パ
ー
等
の
店

頭
に
並
ぶ
の
は
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
く

ら
い
の
物
で
す
。
又
、
コ
ー
ン
ス

タ
ー
チ
自
体
私
た
ち
と
馴
染
み
の
深

い
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
を
原
料
に
し
て
作

ら
れ
る
物
は
皆
さ
ん
に
馴
染
み
の
深

い
物
ば
か
り
で
す
。
例
え
ば
、
紙
を

作
る
時
に
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
は
補
強

剤
と
し
て
加
え
ら
れ
ま
す
し
、
ビ
ー

ル
を
作
る
時
に
も
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ

は
使
わ
れ
ま
す
。
又
、
コ
ー
ン
ス

タ
ー
チ
か
ら
作
ら
れ
る
水
飴
、
液
糖

は
ジ
ュ
ー
ス
等
に
加
え
ら
れ
ま
す
。

会
社
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら

コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
、
水
飴
、
ブ
ド
ウ

糖
、
果
糖
等
の
液
糖
を
主
に
生
産
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
現
在
、
私

は
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
か
ら
水
飴
や
液

糖
を
作
る
工
程
で
働
い
て
お
り
ま

す。
仕
事
の
方
は
、
三
交
替
勤
務
で
、

こ
ち
ら
の
方
は
学
生
時
代
の
蒔

な
生
活
の
お
か
げ
で
し
ょ
う
か
、
あ

ま
り
幸
い
と
感
じ
た
こ
と
ば
あ
り
ま

せ
ん
が
、
社
会
人
と
な
り
自
分
が
行

う
仕
事
の
す
べ
て
に
責
任
が
伴
う
と

い
う
事
に
は
少
し
戸
惑
い
を
感
じ
ま

し
た
。
自
分
の
言
動
に
責
任
が
と
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
一
人
前
の

社
会
人
な
の
で
し
ょ
う
が
、
私
は
ま

だ
ま
だ
失
敗
も
多
く
、
反
省
の
毎
日

で
す
。
学
生
の
時
の
実
験
で
は
、
失

敗
し
た
ら
や
り
直
そ
う
と
か
、
次
は

こ
こ
を
改
良
し
よ
う
と
か
自
分
の
思

い
通
り
に
行
っ
て
お
り
、
今
考
え
る

と
随
分
無
責
任
で
気
楽
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
又
、
会
社
と
い
う
組

織
の
中
に
入
る
と
自
分
の
思
い
通
り

と
言
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
毎
日
同

じ
仕
事
の
繰
り
返
し
で
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
こ
と
も
正
直
言
っ
て
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
半
人
前
で
す
の
で

今
は
、
一
日
で
も
早
く
皆
さ
ん
に
一

人
前
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

仕
事
以
外
の
こ
と
で
こ
の
半
年
で

か
わ
っ
た
こ
と
は
、
会
社
が
静
岡
県

に
あ
り
、
大
学
院
ま
で
ず
っ
と
津
市

内
で
育
っ
た
私
は
、
生
ま
れ
て
初
め

て
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
掃
除
や
洗
濯
な
ど
少
々
面
倒
な

こ
と
も
増
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
り

に
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
又
、
会
社

で
働
く
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る
分
、

学
生
の
時
よ
り
も
日
々
の
生
活
の
中

で
時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
と
ま
っ

た
時
間
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

や
は
り
、
先
輩
や
大
学
を
卒
業
し
て

就
職
し
た
友
人
に
言
わ
れ
た
通
り
で

し
た
。
今
思
え
ば
、
学
生
の
時
に
や

り
残
し
た
こ
と
が
、
な
ん
と
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
か
と
残
念
に
思
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

是
非
と
も
学
生
時
代
で
あ
る
か
ら
許

さ
れ
る
時
間
の
特
権
を
活
か
し
て
、

存
分
に
遊
び
、
勉
強
に
励
ん
で
下
さ

、
ヽ
　
〇

一＞

研
修
、
そ
し
て
初
め
て
の
仕
事
…

無
我
夢
中
に
な
っ
て
い
た
ら
、
あ
っ

と
い
う
間
に
8
ケ
月
も
経
っ
て
い
ま

し
た
。
私
は
現
在
、
化
粧
品
会
社
で

開
発
職
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
沢
山

の
先
輩
が
た
に
教
え
て
頂
き
な
が

ら
、
実
践
を
通
し
て
商
品
開
発
の
プ

ロ
セ
ス
を
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

入
社
し
て
八
カ
月
、
そ
ろ
そ
ろ
本

格
的
な
冬
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
私
は
愛
知
県
と
静
岡
県
と
の
県

境
近
く
に
あ
る
伊
藤
ハ
ム
豊
橋
工
場

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
私
の
仕
事
は
、

品
質
保
障
課
で
の
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
等
の
分
析
検
査
で
す
。
で
き
あ

が
っ
た
製
品
が
規
格
通
り
で
あ
る
か

調
べ
る
た
め
に
発
色
剤
や
保
存
料
の

測
定
を
し
た
り
、
ま
た
製
造
途
中
の

も
の
や
原
料
に
つ
い
て
も
検
査
を
し

て
い
ま
す
。
求
め
た
デ
ー
タ
に
よ
っ

て
製
品
が
管
理
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。
今
は
、
自
分
の
仕
事
に

対
す
る
責
任
の
重
さ
を
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で

す
。
大
学
4
年
間
で
得
た
も
の
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
謙
虚

な
気
持
ち
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

す
。
初
め
て
知
る
こ
と
、
新
し
い
発

見
の
連
続
で
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い

毎
日
で
す
。
ま
た
、
オ
フ
タ
イ
ム
に

は
、
社
内
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に

参
加
し
、
社
内
外
の
方
々
と
も
交
流

で
き
て
、
心
身
共
に
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
の

よ
う
な
気
楽
さ
と
は
異
な
っ
て
、
責

任
の
重
さ
を
伴
う
の
が
社
会
人
。
頭

で
は
解
っ
て
い
た
つ
も
り
で
す
が
、

就
職
し
た
今
ま
さ
に
、
そ
れ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
少
し
で

も
社
会
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

使
命
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
い
つ

か
自
分
の
開
発
し
た
商
品
が
市
場
に

出
た
と
き
「
こ
れ
良
か
っ
た
わ
ぁ
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
の
が
楽
し
み
で

す
。
化
粧
品
は
私
達
女
性
に
と
っ
て

も
っ
と
も
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
化

粧
品
に
囲
ま
れ
て
働
け
る
こ
の
業
界

に
就
職
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
社
会
に
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
は
っ
て
、
い
ろ
ん
な
事
を

吸
収
し
、
考
え
、
会
社
の
戦
力
に
な

れ
る
よ
う
成
長
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
就
職
す
る
皆
さ
ん
に
ひ
と

こ
と
‥
・
。
就
職
活
動
で
は
、
英

語
・
パ
ソ
コ
ン
が
強
み
に
な
る
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
就
職
し
て
か
ら

は
や
は
り
、
専
門
科
目
が
一
番
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
開

発
職
の
場
合
、
せ
め
て
基
礎
的
な
と

こ
ろ
だ
け
で
も
良
い
の
で
、
農
芸
化

学
の
各
科
目
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
習
得

し
て
あ
る
と
、
応
用
が
利
い
て
効
率

よ
く
仕
事
が
で
き
、
技
術
面
の
習
得

も
理
解
が
早
い
と
思
い
ま
す
よ
。

養
命
酒
と
聞
い
て
皆
さ
ん
は
何
を

思
い
つ
き
ま
す
か
？
　
私
の
家
に

も
あ
る
！
と
か
、
祖
父
母
が
飲
ん

で
る
！
と
い
う
ご
愛
飲
家
の
方
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
飲
ん
で
み
た
い
と
い

う
あ
な
た
、
是
非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

と
宣
伝
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
、
多

く
の
方
は
、
C
M
に
出
て
見
え
る
藤

田
ま
こ
と
氏
の
顔
や
、
美
し
い
自
然

に
囲
ま
れ
た
長
野
県
の
駒
ヶ
根
工
場

を
思
い
描
い
て
い
た
だ
け
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
同
時
に
、
あ
～
、

あ
の
養
命
酒
ね
！
と
名
前
を
聞
い

た
だ
け
で
、
商
品
が
浮
か
ん
で
き
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
養
命

酒
っ
て
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
が
知
っ

て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
す
ご
い
商

品
な
ん
で
す
よ
ね
。
　
と
こ
ろ
が
、

私
の
就
職
が
決
ま
っ
て
か
ら
よ
く
聞

か
れ
る
質
問
が
2
つ
あ
り
ま
す
。
1

つ
目
は
、
養
命
酒
っ
て
ど
こ
の
会
社

か
ら
出
し
て
る
の
？
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
そ
の
名
の
と
お
り
「
養
命

酒
製
造
㈱
」
の
超
主
力
商
品
で
す
。

そ
の
歴
史
は
一
六
〇
二
年
に
ま
で
逆

登
る
伝
統
あ
る
も
の
で
す
。
2
つ
目

は
、
養
命
酒
製
造
㈱
で
は
養
命
酒
し

か
売
っ
て
い
な
い
の
？
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
他
に
み
り
ん
、
焼
酎
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
売
り
上
げ
の
大

部
分
を
養
命
酒
が
占
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
前
置
き
が
長
く
な

り
ま
し
た
が
、
私
の
勤
め
る
こ
の
会

社
は
、
社
名
よ
り
商
品
名
の
方
が
世

間
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
と
い
う
、

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
会
社
で
す
。

私
が
こ
の
会
社
に
就
職
し
て
す
ぐ
、

2
年
間
の
社
員
研
修
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
6
月
ま
で
、
実
際
に
養

命
酒
を
製
造
し
て
い
る
駒
ヶ
根
工
場

で
社
員
見
習
い
研
修
を
受
け
ま
し

た
。
そ
し
て
現
在
は
、
駒
ヶ
根
か
ら

伊
那
谷
に
沿
っ
て
天
竜
川
を
上
っ
た

箕
輪
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
、
中
央

研
究
所
で
7
カ
月
間
の
社
員
研
修
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
研
究
所
の
研
修

が
終
わ
る
と
、
今
度
は
駒
ヶ
根
工
場
、

埼
玉
工
場
で
そ
れ
ぞ
れ
7
カ
月
間
の

社
員
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
2
年
間
と
い
う
研
修
期

間
は
、
他
の
企
業
と
比
べ
て
も
た
い

へ
ん
長
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
研
修
生

と
い
う
肩
書
き
が
な
か
な
か
取
れ

ず
、
名
刺
も
支
給
さ
れ
ず
、
寮
で
の

共
同
生
活
で
、
格
好
良
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
し
、
ち
ょ
っ
と
息
苦
し
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
2
年

間
の
研
修
期
間
中
に
、
い
ろ
い
ろ
な

事
業
所
を
経
験
で
き
、
多
く
の
人
間

と
接
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
給
与

も
賞
与
も
普
通
に
支
給
さ
れ
、
な
お

か
つ
2
年
間
も
研
修
さ
せ
て
も
ら
え

る
の
で
す
か
ら
、
誇
れ
る
制
度
と
言

え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
落
ち
込

ん
だ
り
も
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ

ろ
は
新
人
ら
し
く
、
元
気
に
、
素
直

に
、
前
向
き
に
、
頑
張
っ
て
い
る
つ

も
り
で
す
。
そ
し
て
、
三
重
大
卒
の

先
輩
社
員
が
い
な
い
こ
の
会
社
に

と
っ
て
、
私
が
三
重
大
卒
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
、
今
後
後
輩
を
採
用
し

て
も
ら
え
る
く
ら
い
の
働
き
を
し
な

い
と
！
な
ん
て
ち
ょ
っ
と
意
気
込

む
こ
の
頃
で
す
。
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恒
例
の
『
農
芸
化
学
コ
ー
ス
の
名

誉
教
授
の
先
生
方
と
現
職
の
同
コ
ー

ス
の
教
官
と
の
昼
食
会
・
懇
談
会
』

が
、
平
成
的
年
日
月
1
8
日
（
水
）
の
－

1
2
時
か
ら
1
3
時
5
0
分
頃
ま
で
、
農
芸

化
学
コ
ー
ス
の
6
階
の
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

久
保
　
嘉
直
（
大
3
6
回
）

私
た
ち
家
族
が
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

に
到
着
し
た
の
は
、
一
九
九
六
年
四

月
の
こ
と
で
し
た
。
日
本
で
は
春
の

暖
か
な
光
が
降
り
そ
そ
ぎ
、
桜
の
花

が
満
開
の
季
節
で
し
た
。
そ
れ
と
は

打
っ
て
変
わ
っ
て
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
で
私
た
ち
を
出
迎
え
て
く
れ
た
の

は
、
冷
た
い
雪
で
し
た
。

世
界
地
図
を
見
え
は
解
る
よ
う

に
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
は
北
海
道
の

北
の
端
、
稚
内
と
ほ
ぼ
同
じ
緯
度
に

あ
り
、
津
と
比
べ
て
か
な
り
寒
い
と

こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
の
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
ん
な
辺
境
の
地
に
、
人
口

6
百
万
人
、
カ
ナ
ダ
第
2
番
目
の
都

市
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
が
存
在
し
ま

す。
私
は
三
重
大
学
に
て
マ
ス
タ
ー

コ
ー
ス
を
修
了
後
、
京
都
大
学
で
博

士
の
学
位
を
取
得
し
、
現
在
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
大
学
医
学
研
究
所
に
お
い

て
研
究
生
活
を
お
く
っ
て
い
ま
す
。

留
学
し
て
早
2
年
半
が
過
ぎ
、
私
た

ち
家
族
が
こ
こ
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で

経
験
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
こ
の
場
を

借
り
ま
し
て
お
話
し
よ
う
と
思
い
ま

す。l
　
ミ
シ
エ
リ
ン

私
た
ち
家
族
が
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

で
平
穏
無
事
に
生
活
で
き
る
の
は
、

全
て
ミ
シ
エ
リ
ン
の
お
か
げ
だ
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
ボ
ス
の
遠
い
親
戚
に
あ
た
る
ミ

シ
エ
リ
ン
は
、
日
本
人
男
生
と
結
婚

さ
れ
、
そ
の
関
係
で
ボ
ス
が
私
に
ミ

シ
エ
リ
ン
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し

た。
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
着
い
た
ば
か

り
で
、
ま
だ
英
語
が
上
手
に
話
せ
な

い
私
た
ち
を
ミ
シ
エ
リ
ン
は
、
助
け

て
く
れ
た
の
で
し
た
。
さ
ら
に
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
の
公
用
語
は
フ
ラ
ン
ス

語
で
、
た
い
て
い
の
手
続
き
は
フ
ラ

ン
ス
語
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
う
な
る
と
私
な
ど
は
も
う
お
手
上

げ
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
日

本
語
を
話
す
ミ
シ
エ
リ
ン
は
、
そ
ん

な
私
た
ち
の
た
め
に
、
家
を
捜
す
の

に
も
、
家
具
を
買
う
の
に
も
、
自
動

車
を
選
ぶ
の
に
も
、
保
険
に
入
る
の

に
も
、
病
院
に
行
く
の
に
も
付
き

添
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

な
ぜ
ミ
シ
エ
リ
ン
が
そ
れ
程
ま
で

私
た
ち
を
助
け
て
く
れ
た
の
か
、
こ

れ
は
あ
く
ま
で
私
の
一
方
的
な
考
え

で
す
が
、
ミ
シ
エ
リ
ン
は
私
の
子
供

た
ち
を
と
て
も
気
に
入
っ
て
く
れ
た

か
ら
の
よ
う
で
す
。

そ
の
ミ
シ
エ
リ
ン
が
癌
を
患
い
、

既
に
手
遅
れ
で
あ
る
の
を
知
っ
た
の

は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
迎
え
る
2

度
目
の
ハ
ロ
ウ
イ
ン
の
数
日
前
で
し

た
。
私
は
今
癌
の
研
究
を
し
て
い
ま

す
が
、
医
師
で
は
な
く
、
ミ
シ
エ
リ

ン
に
何
も
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
研
究
と
現
実
の
大
き
な
隔
た

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
結
局
、
ミ
シ
エ
リ
ン
は
一
九
九

八
年
三
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

ミ
シ
エ
リ
ン
が
私
た
ち
家
族
に
大

き
な
足
跡
を
残
し
て
く
れ
た
の
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
6
歳
に
な

る
息
子
は
l
ミ
ン
エ
リ
ン
の
死
を
理
解

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
3
歳
の
娘

は
、
ミ
シ
エ
リ
ン
が
今
な
お
病
院
に

入
院
し
て
い
て
、
そ
の
た
め
に
会
え

な
い
と
思
っ
て
お
り
、
か
つ
て
ミ

シ
エ
リ
ン
か
ら
も
ら
っ
た
熊
の
ぬ
い

ぐ
る
み
に
ミ
シ
エ
リ
ン
ベ
ア
ー
と
名

付
け
て
今
も
大
切
に
遊
ん
で
い
ま

す。2
　
ア
イ
ス
ス
ト
ー
ム

日
本
で
も
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
ア

イ
ス
ス
ト
ー
ム
に
よ
る
被
害
は
報
道

さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
知
ら
な
い
人

も
多
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
そ
の
よ
う

な
現
象
が
起
き
た
の
か
科
学
的
な
こ

と
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
感
じ
た
ま
ま

に
言
う
な
ら
、
気
温
は
低
い
の
に
雪

に
な
ら
ず
、
雨
が
降
っ
た
こ
と
が
原

因
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め

雨
は
地
上
で
す
ぐ
に
凍
っ
て
し
ま

い
、
そ
れ
こ
そ
い
た
る
所
が
氷
で
埋

め
尽
く
さ
れ
た
の
で
す
。
自
動
車
、

木
、
電
柱
、
鉄
塔
、
電
線
、
橋
な
ど
、

全
て
の
も
の
が
厚
い
氷
の
層
で
覆
わ

れ
、
そ
の
重
さ
に
耐
え
切
れ
な
く

な
っ
た
木
は
折
れ
、
電
線
は
切
れ
、

電
柱
は
倒
れ
、
橋
で
さ
え
も
い
く
つ

か
崩
れ
落
ち
ま
し
た
o

そ
の
た
め
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
全
域

が
停
電
し
、
特
に
私
た
ち
が
住
ん
で

い
る
地
区
は
、
3
週
間
も
の
間
停
電

し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
そ
の
間
、
電

気
が
来
て
い
る
地
区
の
ホ
テ
ル
に
避

難
し
て
い
ま
し
た
。
電
気
が
通
じ
た

と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
帰
っ
て
み
る

と
、
私
た
ち
の
借
り
て
い
る
家
も
氷

で
覆
わ
れ
て
お
り
、
近
所
の
人
に
ツ

ル
ハ
シ
を
借
り
、
氷
を
は
ぎ
取
っ
て
、

や
っ
と
家
の
中
に
入
れ
た
ほ
ど
で
し

た。
こ
ん
な
こ
と
は
日
本
で
は
な
か
な

か
味
わ
え
な
い
貴
重
な
経
験
で
し
た

が
、
2
度
と
あ
っ
て
欲
し
く
は
な
い

も
の
で
す
。

3
　
息
子
、
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川

で
溺
れ
る

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
は
セ
ン
ト
ロ
ー

レ
ン
ス
川
の
中
洲
に
あ
る
町
で
、
そ

れ
以
外
に
も
大
小
様
々
な
島
が
こ
の

辺
り
に
は
浮
か
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら
西

に
車
で
2
時
間
程
行
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
サ
ウ
ザ
ン
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
は
日

本
で
も
有
名
で
し
ょ
う
。
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
近
辺
に
も
、
サ
ウ
ザ
ン
ド
ア

イ
ラ
ン
ド
程
で
は
な
い
に
し
ろ
、
多

く
の
島
が
存
在
す
る
複
雑
な
地
形
を

し
て
お
り
、
絶
好
の
漁
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

釣
り
の
大
好
き
な
私
は
、
し
ば
し

ば
息
子
を
連
れ
て
釣
り
に
出
か
け
ま

す
。
そ
の
事
件
は
、
そ
の
時
に
起
こ

り
ま
し
た
。
こ
と
の
発
端
は
、
日
本

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
送
っ
て
も

ら
っ
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
靴
で
し

た
。
釣
り
を
し
て
い
る
う
ち
に
ぬ
か

る
み
に
は
ま
っ
て
、
お
気
に
入
り
の

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
靴
を
汚
し
て
し

ま
っ
た
息
子
は
、
水
辺
で
そ
の
靴
を

洗
い
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
手
を
滑

ら
せ
、
靴
を
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川

に
流
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
み
る

み
る
遠
ざ
か
っ
て
行
く
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
の
靴
を
見
て
何
を
思
っ
た
の
か
、

息
子
は
自
ら
川
の
中
に
飛
び
込
ん
だ

の
で
す
。
靴
の
後
を
追
う
よ
う
に
流

さ
れ
て
い
く
息
子
を
見
て
、
私
も
息

子
を
助
け
る
た
め
に
川
に
飛
び
込
み

ま
し
た
。
幸
い
足
が
届
い
た
私
は
、

息
子
を
抱
き
か
か
え
、
無
事
に
岸
に

上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
の
靴
は
遠
く
に
流
さ
れ
て

行
き
、
も
う
ど
こ
に
も
見
当
た
り
ま

せん。今
で
も
、
あ
の
時
の
こ
と
を
思
う

と
ゾ
ツ
と
し
ま
す
。
も
し
私
が
飛
び

込
む
の
が
遅
れ
た
ら
、
も
し
私
の
足

が
届
か
な
か
っ
た
ら
と
考
え
る
と
、

思
わ
ず
私
は
息
子
を
抱
き
し
め
て
し

ま
い
ま
す
。

で
も
私
は
息
子
を
叱
る
気
に
は
な

れ
ま
せ
ん
。
き
っ
と
息
子
は
、
私
が

息
子
を
助
け
る
た
め
に
飛
び
込
ん
だ

の
と
同
じ
気
持
ち
で
、
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
の
靴
を
大
切
に
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
ら
。

4
　
研
究
V
S
カ
ナ
ダ
の
自
然

私
は
研
究
を
目
的
に
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
に
来
た
の
で
す
か
ら
、
当
然

研
究
に
つ
い
て
お
話
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

言
と
呼
ば
れ
る
遺
伝
子
に
よ
っ

て
癌
化
し
た
細
胞
で
特
異
的
に
発
現

し
て
い
る
未
知
の
遺
伝
子
が
、
当
研

究
室
に
お
い
て
分
離
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
そ
の
遺
伝
子
の
癌
化
に
お
け

る
機
能
を
解
析
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

は
っ
き
り
と
し
た
結
果
が
得
ら
れ
て

お
ら
ず
、
少
々
焦
っ
て
い
る
と
こ
ろ

です。こ
の
研
究
室
で
は
そ
う
い
っ
た
一

か
八
か
的
な
研
究
テ
ー
マ
が
多
く
、

そ
れ
に
つ
い
て
行
け
な
い
た
く
さ
ん

の
研
究
者
が
志
し
半
ば
に
し
て
去
っ

て
い
き
ま
し
た
。
私
は
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
結
果
が
出
る
に
し
ろ
出
な
い
に

し
ろ
、
1
つ
結
論
を
出
し
て
か
ら
こ

の
研
究
室
を
去
り
た
い
と
思
っ
て
い

ます。こ
れ
は
負
け
犬
の
言
い
訳
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
人
生
、
研
究
が
総
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
で
の
生
活
を
と
て
も
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
日
本
で
は

決
し
て
見
ら
れ
な
い
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
自
然
は
、
私
の
心
を
捕
ら
え
て

離
し
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
大
自
然
の
中

に
い
る
と
、
あ
く
せ
く
働
い
て
い
る

自
分
が
と
て
も
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
に

思
え
て
し
ま
い
ま
す
。
「
人
間
と
は

何
ぞ
や
」
と
言
っ
た
哲
学
的
な
問
題

が
、
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
そ
れ
程
カ

ナ
ダ
の
自
然
は
素
晴
ら
し
い
の
で

す
。
皆
さ
ん
も
一
度
体
験
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

執
筆
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た

田
口
寛
先
生
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
い
ろ
い
ろ
と
お

世
話
に
な
っ
た
山
本
様
、
ミ
シ
エ
リ

ン
様
御
夫
妻
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
最
後
に
、
ミ
シ
エ
リ
ン
の
御
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

図
四
四
回
図
回
固

伊
藤
　
龍
生
（
大
3
6
回
）

私
が
、
大
学
を
卒
業
後
大
阪
に
本

社
を
置
く
藤
本
製
薬
に
入
社
し
て
早

1
0
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
時

の
入
社
動
機
と
い
え
ば
、
た
だ
家
に

近
い
か
ら
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
あ

り
、
研
究
が
し
た
い
な
ど
と
の
考
え

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う

い
う
こ
と
か
ら
、
最
初
に
配
属
さ
れ

た
先
が
製
造
部
門
で
あ
っ
た
時
で
も

驚
き
は
な
く
、
む
し
ろ
製
造
原
料
の

粉
と
汗
に
汚
れ
る
楽
し
日
々
を
過
ご

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
五
年
目
の
冬

を
迎
え
よ
う
と
す
る
日
に
、
上
司
よ

り
明
白
か
ら
研
究
部
門
に
出
勤
す
る

よ
う
に
と
辞
令
が
下
っ
て
、
私
は
配

置
転
換
と
な
り
、
そ
の
日
を
も
っ
て

研
究
部
門
も
又
、
創
薬
研
究
所
に
名

称
が
変
更
さ
れ
、
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
脳
・
神
経
系
部
門
に
配
属

さ
れ
、
抗
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
薬
・
抗

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
及
び
抗
痴
呆
薬

と
い
う
薬
剤
の
開
発
及
び
基
礎
的
研

究
が
当
面
の
仕
事
で
し
た
が
、
脳
・

神
経
系
部
門
と
い
っ
て
も
名
前
ば
か

り
で
所
属
人
員
は
、
製
造
部
門
か
ら

来
た
私
一
人
と
い
う
お
粗
末
な
物
で

あ
り
、
そ
の
分
野
に
対
し
て
専
門
知

識
や
実
験
経
験
の
あ
る
研
究
員
が
全

く
お
ら
ず
、
ま
し
て
や
農
学
部
出
身

の
私
に
脳
神
経
の
知
識
が
あ
る
わ
け

が
な
く
、
無
か
ら
の
出
発
と
な
り
ま

し
た
。
研
究
す
る
に
も
何
が
必
要
な

の
か
？
ど
の
試
薬
・
器
具
が
必
要

な
の
か
？
培
養
実
験
・
無
菌
実

験
？
、
そ
れ
ら
を
理
解
す
る
た
め

に
私
が
出
来
る
こ
と
は
、
神
経
系
の

実
験
に
関
す
る
実
験
書
を
数
冊
購
入

し
同
じ
物
を
揃
え
る
こ
と
ぐ
ら
い
で

し
た
。
当
初
は
、
実
験
を
実
験
書
の

通
り
行
っ
て
も
上
手
く
い
か
な
い

日
々
が
続
き
、
実
験
か
ら
逃
げ
出
し

た
い
と
思
い
始
め
た
頃
、
よ
う
や
く

何
と
か
形
に
な
る
よ
う
に
な
り
、
形

に
な
り
始
め
る
と
今
度
は
、
大
学
の

神
経
専
門
の
先
生
と
の
共
同
実
験
の

話
が
浮
上
し
て
、
す
ぐ
に
共
同
実
験

が
始
ま
り
ま
し
た
。
先
生
に
実
験
の

経
験
が
少
な
い
こ
と
知
識
が
少
な
い

こ
と
で
迷
惑
を
掛
け
る
の
が
嫌
で
、

そ
の
日
よ
り
論
文
を
毎
日
数
報
読
む

こ
と
を
自
分
に
義
務
づ
け
た
地
獄
の

生
活
が
始
ま
っ
た
時
、
私
に
と
っ
て

は
じ
め
て
の
学
会
発
表
や
論
文
投
稿

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
時
の

自
分
に
は
知
識
が
全
く
無
く
、
研
究

者
か
ら
の
質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
こ

と
や
言
っ
て
い
る
内
容
さ
え
理
解
で

き
な
い
恥
ず
か
し
く
情
け
な
い
思
い

を
し
た
こ
と
を
今
で
も
は
っ
き
り
と

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
数
年
が

た
ち
、
私
の
所
属
す
る
脳
・
神
経
部

門
に
も
若
手
の
研
究
者
が
約
川
名
在

籍
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
の
夏
、
念
願
だ
っ

た
私
た
ち
の
開
発
し
て
い
た
抗
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
薬
が
日
本
で
初
め
て
の

新
し
い
作
用
機
序
を
有
す
る
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
治
癒
薬
と
し
て
厚
生
省
に

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
専
門
性
を
必
要

と
す
る
薬
剤
で
あ
る
こ
と
か
ら
専
門

知
識
を
有
す
る
研
究
所
の
研
究
員
に

販
売
部
か
ら
応
援
依
頼
が
あ
り
、
私

と
生
理
活
性
化
学
〈
旧
農
薬
化
学
）

出
身
の
佐
藤
正
和
君
は
、
他
の
研
究

員
と
共
に
販
売
応
援
部
隊
の
一
員
と

し
選
出
さ
れ
、
現
在
医
師
へ
の
情
報

提
供
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

枠
中
外
で
さ
ら
に
様
々
な
病
態
や
他

の
薬
剤
に
対
し
て
学
ぶ
も
の
が
多

く
、
今
ま
で
の
経
験
と
販
売
部
門
で

の
経
験
は
、
今
後
、
更
な
る
新
薬
を

開
発
す
る
と
い
う
自
分
の
研
究
姿
勢

を
大
き
く
前
進
さ
せ
て
く
れ
る
で
あ

ろ
う
と
考
え
て
や
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、

後
輩
諸
君
に
お
い
て
も
様
々
な
経
験

は
自
分
を
育
て
る
と
言
う
気
持
ち
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。
最
後

に
今
回
こ
の
様
な
機
会
を
い
た
だ
い

た
西
川
先
生
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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各研究分野の研究内容の概要

受験生用に作成しました、我が農芸化学コースの紹介パンフレットの内容をそのまま転写して皆様にお見せします。これで、最近の各研究分野の研

究内容の概要がお分かりいただけるものと思います。

土壌”植物栄養学 教授　小嬉　仁
助教授　妹尾啓史

地球の表面をごく薄いフイルムの稔に取り

巻く土壌一植物系を健全な状態に保つことは、人
が生き続けるためにとても大切な事です。人に
とってより良い土壌環境とは何かを常に考え
ながら、土壌・植物系における元素の動きを様々
な手法を用いて明らかにし、改善することを目
標としています。現在、植物の重金属耐性を支
配している遺伝子を組み込んだ新しい植物を
作ってその効果を試しています。また、土壌に
生息している微生物の中には、植物の根に共生
して窒素やリンを供給し、植物の生育を助ける
ものがあります。この共生が成り立つメカニズ
ムを分子生理学的に解明し、作物生産に役立た
せることを目標とした研究も進めています。

l 生理活性化学 �教授　植村直樹助手稲垣穣 

助教授西川司朗 三三二三∴： l 理活性化学 

欝駿 　生 
生命を有機化学で解く 

離籍謡器議 　生理活性化学 
生命を有機化学で解く 

OH 

Hq0　0－OH　甘いだけが糖ではない！ 

OH　　寿命・クスリ・活性酸素生成での働き

プ十’‾‾　　　　　　　軍寸言封薮婆担当

応用微生物字書駕篭助教授醐郎 

，硬幸　●専＝　雪雷 
21世紀の食害、資源、エネルギー、環境など君たちが解決し， 

たいと思う問題や実現したい「事」を私たちに語って下さい． 

私たちの「夢」は、次のような研究テーマに託しています。こ 

れらのテーマを仲立ちにして、君たちの「夢」の実現を支援し 

ます。 

1、微生物遺伝子や蛋白質の構造を解析し機能を改良する。 

2、微生物・酵素の食品・医薬品・飼料への応用を考える。 

3、微生物・酵素の遺伝子組換えでウシを速くふとらせる‾。 

4、水素生産国で未利用資源をクリーンエネルギーに変える。 

「5、微生物機能を環境浄化に役立てる。 

食品化学 �教授：山田哲也、教授：久松　寅、 
助教授：寺西克倫 

I人類は、人口 増大、食糧危機、そしてi地球環境 
、の破壊など様々な問題に直面しています。食糧生産の 
確保と地球環境の維持は、21世紀を語る上で避けて通 

lれない問題です。私達はこのような重大な問題に対して、 

一食糧素材と深くかかわる生物資源に関連して、化学的、 
！生物学的見地から新しいメスを入れ、高度化食糧システ 
！ムの開発に努めています。また、バイオテクノロジー、ケ 

，ミカルテクノロジーや植物関連技術を駆使して、新しい 

分子素材の開発を始めとする総合的なバ 
イオサイエンスの展開を図っています。 i l （ － i i i L 

現在まだ捜査中ですので、今回はそれについての記事

は控えさせていただきますが、次回にでも経緯のあらま

しと、その後の管理強化のことなどについてお知らせす

る予定です。

なお、本件にともないまして、新たに生物資源学部の

校舎の出入口に磁気カードシステムが導入されました。

そのために、教職員や専攻生でない人は開錠されてい

る平日の朝7時から夜10時までの間しか建物に入れませ

ん。それ以外の日時にはすべての出入口が施錠されて

おり、入館するには専用の磁気カードが必要ですが、そ

れは教職員と専攻生しか所有できません。今後ずっとこ

のシムテムが続くと思いますので、

る時には、この点にご注意下さい董窒』

†
！

†

†

†

†

†

） － i生物化学 �教授　田口　寛　　助教授　奥村克純 

謹。詰／沖嵩参軸 　祝事埼 　一十〇〇° 　輩・詮 　● 薄霧⑩遺伝子導入記胞 l 　胞 繁華 一七ラム 

わたしたち自身の存在の基本単位である動物細胞 
）を中lいこ、細胞の増殖、がん化、細胞死、発生・分 

）化等の過程に影響を与える物質や遺伝子発現量の変 
化、DNA鎖の損傷と修復、細胞核内におけるDNA・ 

遺伝子のダイナミックな動態等を研究し、生命現象 
，の基本的メカニズムの解明の一端を担うこと、さら ～　に、これらの研究を、がんの予防や動物を利用した 

物質生産等の応用につなげることを目指しています。 

農産物利用学 教授　小宮孝志　助教授　今井邦雄
助手　勝崎裕陸

衡キゴマカイコ
「ガン細胞の増殖を抑制する物質」、「蚕の休眠ホルモン関

連物質」、「食品の酸化劣化を防止する能力を持つ物質」に

っいて物質レベルで生命科学の研究を推進しています。

食物や植物、昆虫などを材削こ、いろいろな分離方法で純

粋な物質とし、その物質の化学構造を高度な機器分析で明ら

かにします。さらに、化学合成を行い、より有効な物質を作

り上げ私たちに役立たせることを考えています。

農芸化学コース 

農芸化学コースでは、微生物から動植物にいたる � 
すべての生物の生命現象、ならびにそれらの生物が 
生産するいろいろの物質の構造や機能を、分子、細 
胞、個体を用いて化学的生物学的に明らかにし、さ 
らに、それらの成果を、農業などの一次生産をほじ 
め、食品や薬品などの産業に積極的に生かして、人 
類のより豊かな生活に寄与することを目指して、教 
育・研究をしております。 
生命現象は、DNAのレベルで驚異的な速度で明ら 

〈　かにされつつありますが、まだまだ未知のことで－ “杯です。何事にも強い好奇心のある、元気な若者が 

我々の仲間となっていただくことを 
願っております。 

栄養化学 �教　授　古市書生 

、＿I 

高三　刑か助教授梅川逸人　i 
〈　　　　∩　　　　′　●● ・．ま　、　がん・心臓病、脳血管障 

置 �書などの生活習慣病を克服 
”　　　するため、ラットやニワト 

′・－＼、二二一　一リをモデル動物として脂質 
、‘ 

の栄養生理学的機能を明ら 

かにしたり、細胞増殖に関係した微量タンパク質やペ 

プチドを清製し、それらの性質や機能について明ら 

かにしています。それらを研究する基本的な手法と 

し、各種クロマトグラフィー、動物実験、細胞培養、 

アイソトープ実験、遺伝子関連技法を用いています。 

分子生物情報学 �助教授　田中晶善 

免・∴　－タンパク質（特に酵素タンパク質）を対 
澄雄齢i象として、その構造と機能を探ります。 
教　　タンパク貫は生命にとって最も大切な 

ト　　物貫。遺伝子には、タンパク賞の「部品」 

であるアミノ酸がどんな順序でつながる 
か、という情報が記されていますが： 

それがどんな構造になりどんな働き← 

謹藷繋誌も 
なナゾを少しでも解くために、大腸 
l菌の培養から数値解析まで、色々な 試みをしています。 

「三翠化学会会費納入のお願い」

平成十年度三翠化学会費の納入をお願いいたします。会員

の皆様には現在の会費納入状況のカードを同封いたしますの

でご確認の上、同封に振替用紙にて納入にご協力くださいま

すようお願い申し上げます。なお不明な点がございましたら

事務局までご連絡ください。　　　　　　（会計幹事）

＼　　　　　　　子 

－ �シ・ 

∴　、　ヽ一．．－ 

先輩の諸氏にお願い 

三翠化学会の先輩の方々にはお元気にご活 

躍のこと、お慶び申し上げます。ところで、こ 

こ数年、とりわけ今年の学生の就職は非常に 

厳しい状況のように感じております。特に学 

部4年生につきましては、大学院へ進学する 

者が増えていることもあり、就職人数はそれ 

ほど多くはありませんが、まだ数名が決定し 

ていない状況です。これにつきましては、も 

ちろん本人に何か問題があってということで 

はありません。教官としましては、自信をもっ 

て企業にお薦めできる、将来性のある若者ば 

かりなのですが、なかなか結果が出ておりま 

せん。採用枠が激減していることが一番の理 

由かと思っております。先輩の方々で情報を 

お持ちの方には、是非母校まで御一報いただ 

きたくお願い申し上げます。 

（コース主任古市　幸生） 
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評
議
員
の
交
代

加
藤
俊
次
氏
か
ら
鈴
木
恒
一
氏
へ

（大44回）

新
評
議
員
の
追
加

福
島
民
雄
氏
（
大
4
6
回
）

永
松
　
和
雄
氏
（
専
1
）

平
成
的
年
5
月

佐
々
木
敏
雄
氏
（
専
2
）

平
成
的
年
6
月

お
二
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す。


